
金
滞
古
引
剛
志

巻
廿
七

胞
な
る
を
以
て
.
m一A
K
共
の
俳
賂
を
飽
紋
す
。

O
霊
剣
賓
刀
俸
話

抑
e
上
古
以
来
、
刀
叙
の
感
異
は
世
人
の
知
る
虎
忙
し
て
‘
そ
が
中
に

も
露
叡
の
第
一

一は
尾
張
図
熱
回
全
白
陀
銀
座
し
給
へ
る
草
薙
叙
た
り
。

尾
旋
風
土
記
陀
、
昔
日
本
武
傘
命
.
巡
a
M
町
東
園
-
還
時
。
婆
a
尾
張
市
山
等

泌
組
宮
酢
媛
命
プ
宿
a
於
共
家
↓
夜
頭
肉
v
阿
回
以
=随
v
身
叙
↓
…
掛
=
於
桑
木
一

訟
ν
之
.
入
v
殿
乃
枇
崎
更
往
取
ν
之
，叙
有
v
光
如
ν
榊
.
不
v
抱
昌得
之
↓的
回路一
-

山日酢
姫
-
因
。
此
叙
一
例
然
。
{
長
奉
ν
醐
伊
之
第
=
吾
形
影
↓
因
以
立
ν
枇
.
と
あ

り
o
n一回
熱
問
一脚
立
山
の
濫
筋
た
り
。
太
平
紀
叙
傘
陀
も
、
今
の
熱
岡
大

明
榊
是
也
と
あ
り
。
禁
秘
御
抄
比
、
御
叙
者
・
紳
代
有
昌
三
叙
-
其
一
也
。

子
細
雌
v
多
不
u
能
v
注
。
ま
た
大
刀
梨
、
匡
同
酎
紀
K
.
間
融
資
云
.
鋒
叙
三

尺
.
或
二
尺
。
抽
出
十
.
廿
問
中

一
剣
脊
在
ν
銘
。
北
斗
左
.
背
開
叫
右
。
白
虎

共
外
不
v
見
。
是
自
a
百
油
開-所
v
被
ν
波
之
二
叙
之
一
敗
云
ぺ
と
減
せ
給

へ
り
。
ま
た
査
切
。
代
々
東
宮
質
物
也
。
と
も
島
り
て
.
是
等
上
古

以
来
朝
廷
の
鐙
叙
な
り
と
。
武
家
陀
て
源
氏
窓
代
の
録
制
肌
鬼
切
鬼

丸
の
露
除
の
都
は
、
太
平
紀
叙
杭
唱
に
委
〈
記
絞
せ
り
。
本
阿
弧
家
の

体昨日
K
、
鬼
丸
は
図
柄
柴
田
口
に
て
打
ち
た
り
。
盟
臣
秀
吉
公
よ
り
、

本
阿
弧
光
徳
へ
漬
け
ら
れ
し
よ
り
以
来
、
本
阿
同
期
中
部
代
々
頭
り
け
る

八

感
剖
腕
友
り
。
ま
た
鬼
切
は
賀
子
丸
と
も
呼
べ
り
。
安
網
打
ち
た
り
。

松
平
越
後
家
に
仰
来
す
と
。
叉
足
利
家
車
代
の
鑓
叙
二
つ
銘
・
鬼
丸

大
体
太
を
ぽ
天
下
三
振
の
食
刀
と
も
い
へ
り
。
中
に
も
二
つ
銘
は
山

城
閤
愛
定
山
花
納
れ
り
。
大
体
太
は
盟
臣
秀
吉
公
よ
り
前
田
家
へ
体

へ
た
り
。
子
v今
前
田
家
に
て
、
仰
太
の
太
刀
・
小
鍛
冶
の
長
刀
と
て
・

天
下
第

一
の
露
剣
危
り
と
い
ひ
僻
へ
た
り
。
此
の
外
古
来
名
作
多
し

と
い
へ
ど
も
、
録
制
肌
・
由
民
刀
は

鍛
冶
の
作
品
に
拘
ら
宇
.
鉱
回
開
い
ち

じ
る
き
も
の
た
り
と
い
へ
り
。
さ
て
‘
後
L
R

ま
で
録
作
と
稀
す
る
は
.

州
以
後
の
行
平
・
筑
後
の
三
池
・
山
披
の
趨
刷
出
・
由
民
州
の
費
総
・出
M
m

の
月

山
・
麓
摩
の
波
平
・
筑
前
の
金
剛
兵
街
、
以
上
七
作
は
霊
異
い
ち
じ
る

く
、
化
生
の
物
甚
だ
恐
る
と
い
へ
り
。
按
守
る
陀
、
七
作
の
中
に
も

行
平
が
訴
は
.
元
文
元
年
K
撰
び
た
る
下
出
甲
州
棋
に
、
出
品
榊
太
夫
刀
工

也
.
始一
E
--一紀
新
太
夫
↓
名
ι一飛
行
平
↓

作
ν
刀
時
。
鬼
一
柳
出
来
助
ν
鎚
.
故

世
俗
呼
s
鬼
神
太
夫
"也
.
時
代
多
=
或
設
↓
と
あ
り
。
太
悶
道
訟
の
能
登

路
紀
氏
、
能
登
図
瓜
至
郡
叙
地
村
の
古
加
神
話
を
紀
蛾
す
。
共
の
仰
訟

に
一
耳
ム
。
往
古
何
方
の
者
と
も
知
ら
十
。
若
宮
刷
出
来
り
て
入
部
と
成

る
。
能
く
刀
叙

E
鍛
へ
た
り
。
し
か
し
此
の
者
.
モ
の
鍛
ふ
る
所
主

竪
〈
禁
じ
て
人
陀
見
せ
十
。
婆
不
思
議
に
思
ひ
、
或
時
透
間
よ
り
硯

吉
見
れ
ば
、
巾
地
形
と
成
り
.
口
よ
り
火
焔
を
吹
き
か
け
、
鎖
を
延
ば

せ
り
。
安
い
た
く
驚
吉
つ
る
を
見
て
、
共
ま
h

あ
ま
た
鍛
へ
た
る
叙

共
を
携
へ
走
出
で
、
海
上
を
さ
し
て
走
行
き
け
り
。
婆
わ
か
れ
を
し

た
ひ
し
に
、
箆
に
や
一
振
の
叙
主
投
げ
奥
へ
け
り
。
共
の
銘
K
鬼
一柳

大
王
波
平
行
安
と
あ
り
。
残
り
の
叙
を
投
込
み
し
底
也
と
て
、
七
J

岩
の
ふ
ど
と
い
う
て、

拠
一
だ
深
吉
海
あ
り
。
又
鬼
の
舗
と
て
・
大七な

る
治
知
あ
り
。

廿
問
屋
敷
跡
は
西
の
消
兵
衛
と
い
ふ
者
の
家
也
。
此
家

の
引
戸
は
則
ち
そ
の
時
よ
り
の
井
戸
た
り
。
故
陀
此
水
陀
て
磁
れ
た

る
物
を
洗
へ
ば
、
必
宇
'
銭
あ
り
と
一
耳
ム
。
又
此
申
棋
に
て
産
す
る
事
な

ら
宇
。
今
此
叙
地
村
に
製
造
す
る
鎖
針
か
ね
も
、
一
冗
は
此
家
よ
り
僻

法
せ
し
も
の
に
て
.
叙
地
の
名
も
是
よ
り
始
れ
り
と
、
古
来
い
ひ
僻

へ
た
り
。
と
あ
り
。
按
宇
る

K
.
布
の
体
訟
は
今
も
邑
人
仰
聞
し
て‘

一

老
少
口
貸
と
す
れ
ど、

波
平
行
安
が
都
は
授
と
す
る
陀
足
ら
宇
。

下

一

間申
銀
民
服
せ
た
る
鬼
紳
太
夫
行
平
が
俳
訟
を
ぽ
仰
へ
誤
り
た
る
も
の
-

・
な
る
べ
し
。
波
平
行
安
は
薩
躍
の
鍛
冶
脱
。
卸
平
盛
表
記
傘
三
十
七

一

K
.
越
中
前
司
雄
俊
が
刀
は
‘
一
陵
牒
図
位
入
浪
一
+
訟
の
一
物
也
と

あ
り
。
是
も
露
叙
七
作
の
一
刀
た
り
。
叉
越
中
園
綜
負
郡
若
ク
航
町
村

と
い
ふ
村
落
に
、
松
倉
と
格
す
る
校
村
あ
り
て
、
家
三
戸
許
あ
る
の

金
滞
古
政
志
経
廿

七

み
。
此
の
地
陀
鍛
冶
屋
敷
と
呼
ぴ
て
五

l
歩
許
の
畑
地
あ
り
。
夫
れ

よ
り
少
し
山
手
に
三
拾
歩
許
の
地
あ
り
。
仕
事
場
の
遺
跡
也
と
い
ひ

僻
へ
た
り
。
此
の
地
に
少
し
く
清
水
流
る
。
共
の
溢
に
慈
松
と
て
、

稀
な
る
大
樹
あ
り
し
か
ど
・
先
年
伐
取
り
た
る
よ
し
。
此
の
松
は
則

ち
鍛
冶
の
基
験
也
と
い
へ
り
。
右
鍛
治
の
姓
は
松
目
.
名
は
市
兵
衛

と
mm
し
、
そ
の
か
み
常
時
の
名
人
な
り
し
か
ど
若
死
せ
し
と
。
在
世

中
数
多
の
刀
叙
を
打
ち
た
り
と
い
へ
ど
も
‘
銘
を

切
た
る
は
住
民

四
・
五
腰
に
不
ν
過
よ
し
。
共
の
刀
叙
甚
だ
鑑
呉
た
り
し
か
ど
、
質
名

は
仰
承
せ
・
?
と
。
或
は
云
ふ
。
郷
義
弘
な
ら
ん
と
。
今
按
十
る
に、

義
弘
は
新
川
郡
加
桜
郷
松
倉
に
居
住
す
と
云
ム
。
婦
負
郡
山
喝
タ
嶋
村

な
る
松
倉
の
鍛
冶
は
別
人
な
る
べ
し
o

加
賀
図
に
は
、
さ
る
露
間
関
い

ち
じ
る
き
刀
叙
を
打
ち
た
る
鍛
冶
古
来
居
た
る
事
仰
承
な
け
れ
ば
、

能
登
越
中
の
古
仰
設
を
ば
紀
滅
し
て
、

刀
叙
鍛
冶
の
考
綴
と
は
な

し
た
り
。
訟
も
ふ
に
‘
加
賀
図
に
て
の
鍛
治
共
の
申・
K
.
世
陀
仰
聞

の
事
あ
る
は
、
伯
楽
の

一
銭
の
み
な
る
べ
し
。

O
鍛
冶
屋
敷

朝
出
務
図
初
以
来
、
刀
鍛
冶
等
の
居
邸
主
ば
安
江
の
村
地
に
て
賜
は

り
‘
町
名
を
ば
鍛
冶
町
と
呼
べ
り
。
金
城
深
秘
脱
却
に
.
城
中
普
務
鍛

九




